
議題：第１号 

 

 

 

令和７年度甲府市立図書館休館日について 

 

 

１  特別整理期間 

   全館における蔵書点検作業のための休館日を、令和８年１月２４日（土）から

２月１０日（火）までとする。 

   ただし、この期間には、月曜休館日「１月２６日（月）、２月２日（月）、 

２月９日（月）」及び月末整理日「１月３０日（金）」を含む。 

 

 

 

２  臨時休館日 

（１）「国民の祝日に関する法律」に規定する休日を開館日とするため、その代替

の休館日を次のとおりとする。 

令和７年５月７日（水）、７月２２日（火）、８月１２（火）、 

９月１６日（火）、９月２４日（水）、１０月１４日（火）、１１月４日（火）、 

１１月２５日（火）、令和８年１月１３日（火）、２月２４日（火） 

（２）図書館情報システムの入替作業に伴い、令和８年 2 月１１日（水）から

２月１２日（木）までを休館とする。 

 

３  その他の休館日 

   別紙のとおり。 

 



議題：第１号

年 月
開館
日数

月曜休館
日数

月末整理
日数

臨時休館
年末年始休館
日数

蔵書点検
日数

合計
日数

４月 25 4 1 0 0 0 30

５月 26 3 1 1 0 0 31

６月 24 5 1 0 0 0 30

７月 26 3 1 1 0 0 31

８月 26 3 1 1 0 0 31

９月 23 4 1 2 0 0 30

１０月 26 3 1 1 0 0 31

１１月 25 2 1 2 0 0 30

１２月 22 4 1 0 4 0 31

１月 16 3 1 1 4 6 31

２月 13 3 1 3 0 8 28

３月 25 5 1 0 0 0 31

277 42 12 12 8 14 365

－参考－

267 42 12 25 8 11 365

255 46 12 34 8 11 366

282 43 12 10 8 10 365令和4年度

令和7年度甲府市立図書館開館日数等一覧表

令和7年

令和8年

合　　　計

令和6年度（見込）

令和5年度



議題：第１号

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 1 2 3

6 7 8 9 10 11 12 4 5 6 7 8 9 10

13 14 15 16 17 18 19 11 12 13 14 15 16 17

20 21 22 23 24 25 26 18 19 20 21 22 23 24

27 28 29 30 25 26 27 28 29 30 31

（開館 25 日 　・ 休館 5 日） （開館 26 日 　・ 休館 5 日）

平日 16 日 　・ 土日祝 9 日 平日 15 日 　・ 土日祝 11 日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5

8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12

15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19

22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26

29 30 27 28 29 30 31

（開館 24 日 　・ 休館 6 日） （開館 26 日 　・ 休館 5 日）

平日 15 日 　・ 土日祝 9 日 平日 17 日 　・ 土日祝 9 日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 1 2 3 4 5 6

3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13

10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20

17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27

24 25 26 27 28 29 30 28 29 30

31

（開館 26 日 　・ 休館 5 日） （開館 23 日 　・ 休館 7 日）

平日 15 日 　・ 土日祝 11 日 平日 13 日 　・ 土日祝 10 日

4/29 昭和の日 8/11 山の日
5/3 憲法記念日 9/15 敬老の日
5/4 みどりの日 9/23 秋分の日
5/5 こどもの日
5/6 振替休日
7/21 海の日

＊網掛けは休館日
＊太枠は祝日

甲府市立図書館利用カレンダー
  コ   ウ  フ      シ   リ   ツ    ト    ショ  カ ン    リ   ヨ   ウ

R7年4月～R7年9月

４月 ５月

６月 ７月

８月 ９月

（二重線枠は月末整理日）



議題：第１号

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 1

5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8

12 13 14 15 16 17 18 9 10 11 12 13 14 15

19 20 21 22 23 24 25 16 17 18 19 20 21 22

26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29

30

（開館 26 日 　・ 休館 5 日） （開館 25 日 　・ 休館 5 日）

平日 17 日 　・ 土日祝 9 日 平日 13 日 　・ 土日祝 12 日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 1 2 3

7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10

14 15 16 17 18 19 20 11 12 13 14 15 16 17

21 22 23 24 25 26 27 18 19 20 21 22 23 24

28 29 30 31 25 26 27 28 29 30 31

（開館 22 日 　・ 休館 9 日） （開館 16 日 　・ 休館 15 日）

平日 15 日 　・ 土日祝 7 日 平日 11 日 　・ 土日祝 5 日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

（開館 13 日 　・ 休館 15 日） （開館 25 日 　・ 休館 6 日）

平日 7 日 　・ 土日祝 6 日 平日 15 日 　・ 土日祝 10 日

10/13 スポーツの日 1/12 成人の日
11/3 文化の日 2/11 建国記念の日
11/23 勤労感謝の日 2/23 天皇誕生日
11/24 振替休日 3/20 春分の日
1/1 元旦

＊網掛けは休館日 開館 休館 合計

277 88 365

＊太枠は祝日 平日 土日祝 合計

169 108 277

R7年10月～R8年3月

10月 11月

年間日数
（二重線枠は月末整理日）

開館日数

12月 １月

２月 ３月



報告：第１号 

 

12 月 9 日（月）01  金丸三郎 議員 答弁資料目次（令和 6 年 12 月 定例会) 

（分割方式）1－1 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

1-1 「県央ネットやまなし」の拡大と今後の展望について 市長 1 

1-2 今後の公共施設について 企画部長 2 

1-3 甲府上空の安全を守ることについて 危機管理監 3 

 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

2-1 人口減少対策について 市長 1 

 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

3-1 学校規模の適正化について 教育部長 1 

 

 



報告：第１号 

令和６年１２月市議会定例会 教育委員会関係の質問に対する答弁内容 

学校規模の適正化について 

⑴ 質問者  金丸 三郎 議員（政和こうふ） 

⑵ 質問日  １２月９日 

⑶ 答弁者  教育部長 

⑷ 担当課  総務課 

⑸ 質問概要 

小学校の統廃合による善誘館小学校の設置から約１５年が経過し、教育環境、行政

環境が大きく変容する中、甲府市の将来人口も少子高齢化の進展に伴い、減少してい

る。こうした中において、甲府市ではどのようにして学校規模の適正化を図っていく

のか、その考えについて伺う。 

⑹ 答弁内容 

・学校におきましては、子どもたちは多様な考え方に触れ、認め合い、協力し合うこ

とを通じて、一人一人の資質や能力を伸ばしていくという観点から、一定の集団規模

が確保されていることが求められております。 

・こうしたことから、本市では、学校規模の大小により施設等の利用や円滑な学校運

営、また、切磋琢磨する場の確保や新たな人間関係の構築といった教育環境における

格差の解消・改善を図るため、これまでに、市中央部における統廃合に加え、平成

２９年度に千代田小学校を小規模特認校にし、学区外の適正規模校の児童を受け入れ

るとともに、令和５年度には、過大規模校である山城小学校の児童が学区外の湯田小

学校に就学できる通学区域の弾力化を導入するなど、一定の学校規模を確保した良好

な教育環境の整備に努めてきたところであります。 

・こうした中、本市の小学校を取り巻く状況は、南部地域においては一定の児童数が

確保される見通しであるものの、市全体では児童数の減少が続く見込であり、また、

学校は、教育の場であるだけでなく、防災や地域の交流の場といったコミュニティの

核としての様々な機能を併せ持っていることから、学校規模の適正化につきましては、

引き続き、児童推計や地域の実情などを十分に踏まえるなかで、調整区域の見直しや

新たな通学区域の弾力化などに取り組み、学校が、集団生活の中で豊かな人間関係を

築きながら、社会性や協調性が身に付けられる場となるよう鋭意努めてまいります。 



報告：第１号 

 

12 月 9 日（月）03  兵道顕司 議員 答弁資料目次（令和 6 年 12 月 定例会) 

（分割方式）1－1 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

1-1 
造血幹細胞移植後のワクチン接種費用の助成制度に

ついて 
保健衛生部長 1 

 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

2-1 

2-2 

2-3 

農作物への有害な影響を与える鳥獣等の対策につい

て 
市長 1 

 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

3-1 「こうふ愛醸成係」の設置の経緯と取組について 教育部長 1 

3-2 
「ヴァンフォーレ おしろらんど」の利用者サービス

について 
子ども未来部長 2 

 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

4-1 
甲府城南側整備による新たなまちなかの魅力につい

て 
市長 1 

 

 



報告：第１号 

令和６年１２月市議会定例会 教育委員会関係の質問に対する答弁内容 

「こうふ愛醸成係」の設置の経緯と取組について 

⑴ 質問者  兵道 顕司 議員（公明党） 

⑵ 質問日  １２月９日 

⑶ 答弁者  教育部長 

⑷ 担当課  生涯学習課 

⑸ 質問概要 

こうふ愛醸成係の設置の経緯、そして取組を通じて目指すところについて、是非お

示しください。 

⑹ 答弁内容 

・本市は、２０１９年に「こうふ開府５００年」の大きな節目を迎えたところであり、

これを機に、先人たちから引き継いだ重層的で多様な甲府の歴史・伝統・文化を次代

に継承し、新たなまちづくりに繋げるため、様々な記念事業を実施いたしました。 

・これらの事業の中で、とりわけ「こうふドリームキャンパス」「私の地域・歴史探訪」

「甲府ラーニング・スピーチ」の３つの事業を、こうふ開府５００年記念事業のレガ

シー事業として位置づけ、甲府について、もっと知り、もっと甲府を好きになる機会

の創出に繋げ、更なるこうふ愛の醸成を推し進めるため、令和５年度に教育部の生涯

学習課に「こうふ愛醸成係」が新たに設けられました。 

・現在、「こうふ愛醸成係」におきましては、この３つのレガシー事業と甲府誕生の日

である１２月２０日の「こうふ開府の日」記念事業を行っており、これらをＫＯＦＵ  

ＮＥＸＴ ＡＣＴＩＯＮの重点施策の１つに位置付ける中で、さらなる深化・発展を目

指す事業展開を行っているところであります。 

・このレガシー事業におきましては、子どもたちの夢の育成を促し、地域や郷土への

愛着を持つ心を育むことにより、「甲府に住んで良かった」「甲府の市民で良かった」

と感じていただき、また、「こうふ開府の日」記念事業につきましては、「こうふ開府

の日」を市民の皆様一人一人に認識していただくとともに、こうふ愛の芽生えをさら

に成長させ、末永く愛される日となるよう、実施しているところであります。 

・今後におきましても、市民の皆様に「ふるさと甲府」への誇りと愛着を一層深めて

いただくことにより、更なる「こうふ愛」の醸成を図るとともに、未来に向けた人づ

くりを鋭意推進してまいります。 



報告：第１号 

 

12 月 10 日（火）05  木内直子 議員 答弁資料目次（令和 6 年 12 月 定例会) 

（分割方式）1－1 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

1-1 

1-2 

1-3 

1-4 

財政調整基金の活用について 市長 1 

 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

2-1 学校給食費の無償化について 教育部長 1 

 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

3-1 

3-2 

市立甲府病院における「経済的理由により医療費納付

が困難な受診者の状況と対応」及び「無料低額診療事

業」について 

市立甲府病院 

事務局長 
1 

3-3 無料低額診療に伴う院外調剤費への助成について 福祉部長 2 

 

 



報告：第１号 

令和６年１２月市議会定例会 教育委員会関係の質問に対する答弁内容 

学校給食費の無償化について 

⑴ 質問者  木内 直子 議員（日本共産党） 

⑵ 質問日  １２月１０日 

⑶ 答弁者  教育部長 

⑷ 担当課  学事課 

⑸ 質問概要 

せっかく甲府市を選んで子育てしていこうとしている子育て世帯への応援という意

味からも、学校給食費の無償化の実施を強く求めます。 

⑹ 答弁内容 

・人口減少や少子高齢化が進展する中、本市といたしましても、選ばれる自治体とな

れるよう様々な施策を展開しているところであります。 

・こうした中、本市の教育分野におきましては、先進的な取組としてＧｏｏｇｌｅ社

のパートナー自治体プログラムに参画する中で、子どもたちの心や身体の状態を把握

する「きもちメーター」や、ＡＩ型ドリルの学習状況を可視化できる仕組みなどを、

県内で唯一、全小中学校に導入し、その使用履歴を教育ビッグデータとして活用する

ことで、これからの情報化社会を生き抜く子どもたちを育成する教育環境の整備や、

魅力ある学校づくりに努めております。 

・また、不登校やいじめ、特別支援教育等に係る子どもたちや保護者からの相談を一

元的に受ける「すてっぷ」や不登校対策としての「ほっとルーム」の設置により、子

どもたち一人一人に寄り添い、安心できる居場所づくりを進める中で、誰一人取り残

されない学びの保障に向けた手厚い支援を、積極的に推し進めているところでありま

す。 

・さらに、学校給食費においても、子育て世帯への支援として、真に支援を必要とす

る世帯の負担軽減に努めるとともに、物価高騰に伴う給食の食材費の高騰分を       

本市が負担しております。 

・なお、学校給食費の無償化につきましては、今後におきましても、現行制度を維持

しながら、国等の学校給食費無償化に向けた取組の動向を注視してまいります。 



報告：第１号 

 

12 月 10 日（火）07  鷹野弘貴 議員 答弁資料目次（令和 6 年 12 月 定例会) 

（分割方式）1－1 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

1-1 ＪＲ中央線の早朝特急の新設について リニア交通政策監 1 

 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

2-1 

2-2 
子育ち応援・子育て支援の取組について 市長 1 

 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

3-1 通学路の安全確保について 教育部長 1 

 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

4-1 「投票率向上の取組」について 
選挙管理委員会 

委員長 
1 

 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

5-1 自治体ポイントの導入について 総務部長 1 

 

 

 



報告：第１号 

令和６年１２月市議会定例会 教育委員会関係の質問に対する答弁内容 

通学路の安全確保について 

⑴ 質問者  鷹野 弘貴 議員（政和こうふ） 

⑵ 質問日  １２月１０日 

⑶ 答弁者  教育部長 

⑷ 担当課  学事課 

⑸ 質問概要 

令和３年度の千葉県八街市の事故を受け行われた合同点検で、甲府市内の通学路に

おいて対策が必要だった ２２０ 箇所は、本年３月末までに全て対策済みとなったの

でしょうか。 

また、令和６年度の通学路点検において、新たに安全対策が必要な箇所は確認され

ているのか。確認されているとしたならば、その対策についてお聞かせください。 

⑹ 答弁内容 

・本市では、甲府市通学路交通安全プログラムに基づき、警察や国、県、市の道路管

理者、学校、教育委員会等の関係機関で構成する甲府市通学路安全推進連絡会議を設

置し、平成２６年度から定期的又は随時に通学路の合同点検を実施しているところで

あります。 

・こうした中、令和３年度の千葉県八街市の事故を受けて行った合同点検では、本市

において対策が必要な箇所は２２０箇所あり、グリーンベルトの新設・再塗装や注意

喚起を促す路面表示の整備等、必要な対策を講じ、本年３月末時点で全ての箇所につ

いて対策済みとなったところであります。 

・次に、学校や地域などからの危険箇所の報告を基に実施した本年度の通学路点検に

おきましては、対策が必要な箇所は市内全体で７１箇所確認されたことから、関係機

関と連携する中で、横断歩道の再塗装や歩道橋の補修、カーブミラーの設置といった

対策を計画的に実施しております。 

・今後におきましても、関係機関との連携を一層強化する中で、通学路の合同点検や

道路環境の整備を実施し、子どもたちの安全・安心の確保に鋭意取り組んでまいりま

す。 



報告：第１号 

 

12 月 11 日（水）10  橘田大洋 議員 答弁資料目次（令和 6 年 12 月 定例会) 

（分割方式）1－1 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

1-1 基幹型地域包括支援センターの設置について 保健衛生部長 1 

 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

2-1 

2-2 

軽度認知障害（ＭＣＩ）段階の予防強化対策と認知症

の方の見守りネットワークについて 
市長 1 

 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

3-1 

3-2 

3-3 

ＡＥＤ等の屋外設置及び救命講習の周知について 危機管理監 1 

 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

4-1 
教員の授業におけるＩＣＴ活用をサポートする体制

について 
教育長 1 

4-2 ＧＩＧＡスクール構想に対応した机の導入について 教育部長 2 

 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

5-1 

5-3 
市道における未登記用地の把握と登記について まちづくり部長 1 

5-2 未登記道路への固定資産税の課税状況について 税務統括監 2 

 

 

 

 



報告：第１号 

令和６年１２月市議会定例会 教育委員会関係の質問に対する答弁内容 

教員の授業におけるＩＣＴ活用をサポートする体制について 

⑴ 質問者  橘田 大洋 議員（政友クラブ） 

⑵ 質問日  １２月１１日 

⑶ 答弁者  教育長 

⑷ 担当課  学校教育課 

⑸ 質問概要 

現在、本市において、教員のＩＣＴ活用をサポートする体制はどのようになってい

るか、お伺いします。 

⑹ 答弁内容 

・本市におきましては、ＧＩＧＡスクール構想のもと市内全小中学校に一人一台端末

を配備し、３年が経過する中、子どもたちは端末の学習支援アプリを活用し、授業の

課題の共有や、情報収集、意見交換等を行い、主体的に課題解決に向けて、粘り強く

取り組むなど、小中学校における授業のスタイルや学びの方法が変わりつつあります。 

・このような中、教員のＩＣＴ活用をサポートするため、ＩＣＴ教育に精通した教員

ＯＢを令和４年度からＩＣＴ推進専門員として雇用し、令和５年度からは２名体制と

したうえで、機器操作やトラブル対応等の環境整備に関わる内容から、授業支援や教

材作成などの創意工夫を求められる業務まで、学校訪問やオンライン上のチャットス

ペース等を活用しながら、支援を行っているところであります。 

・また、本市は、Ｇｏｏｇｌｅ社のパートナー自治体プログラムに参画しており、市

内全小中学校において、Ｇｏｏｇｌｅ社の講師による良質な教員研修によって指導技

術の向上を図るとともに、令和３年度から毎年、各学校におけるＩＣＴ活用好事例を

とりまとめ、その活用方法等を周知することで、好事例の普及・展開を図っていると

ころでもあります。 

・今後におきましても、デジタル社会を生き抜く子どもたちに、必要な力を育む教育

を円滑に進めていくため、教員のＩＣＴ活用をサポートするスタッフを効果的に活用

する中で、子どもたちの豊かな学びの支援に努めてまいります。 



報告：第１号 

令和６年１２月市議会定例会 教育委員会関係の質問に対する答弁内容 

ＧＩＧＡスクール構想に対応した机の導入について 

⑴ 質問者  橘田 大洋 議員（政友クラブ） 

⑵ 質問日  １２月１１日 

⑶ 答弁者  教育部長 

⑷ 担当課  学事課 

⑸ 質問概要 

児童生徒が、安全かつ効果的にタブレットやＰＣを使用できるよう、学校の机を

ＧＩＧＡスクール構想に対応した机に更新することを提案させていただきますが、当

局の御見解をお伺いします。 

⑹ 答弁内容 

・現在、小中学校の教室で使用している机につきましては、製品の規格や測定方法を

定めたＪＩＳ規格が平成１１年に改正され、Ａ版サイズに対応した従来よりも広い天

板の新ＪＩＳ規格の机が、全国的に推奨されているところであります。 

・こうした中、本市では、平成１７年度から平成２３年度にかけて実施した耐震化に

伴う校舎の増改築工事に併せ、小学校全２５校のうち１１校に、中学校全１１校のう

ち２校に、新ＪＩＳ規格の机を導入したところであり、その後は、他都市の状況を注

視するとともに、天板の交換、天板拡張器の設置といった手法や、導入に係る財源等

について、調査・研究してまいりました。 

・近年、教科書の大判化やＧＩＧＡスクール構想に伴う一人一台端末の導入により       

机上スペースが手狭となり、教材やノートに書きづらい、又は、一人一台端末などが

机から落ちてしまう、といった事例も見受けられることから、その導入の必要性や重

要性が高まっていると認識しているところであります。 

・新ＪＩＳ規格の机の導入につきましては、多額の財政負担や、それに伴う導入期間

の長期化といった課題があり、一方で、より多くの教材等を同時に使用できるなど、

児童生徒の教育環境の充実が図れることから、財政負担の平準化や他都市の導入手法

など、様々な角度から研究する中で、計画的な導入に向け、引き続き、検討してまい

りたいと考えております。 



報告：第１号 

 

12 月 11 日（水）12  廣瀬集一 議員 答弁資料目次（令和 6 年 12 月 定例会) 

（一括方式）1－1 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

1 特定妊婦への支援について 子ども未来部長 2 

2 先天性代謝異常等検査後のフォローについて 子ども未来部長 3 

3 

4 
乳児家庭全戸訪問事業について 子ども未来部長 4 

5 

6 

7 

「こども誰でも通園制度」について 市長 1 

8 

9 
国民健康保険の４・５歳児歯科健診について 福祉部長 5 

10 ５歳児健康診査について 子ども未来部長 6 

11 「幼保小の架け橋プログラム」について 教育長 7 

12 

13 
こども家庭センターについて 子ども未来部長 8 

 

 



報告：第１号 

令和６年１２月市議会定例会 教育委員会関係の質問に対する答弁内容 

「幼保小の架け橋プログラム」について 

⑴ 質問者  廣瀬 集一 議員（こうふ未来） 

⑵ 質問日  １２月１１日 

⑶ 答弁者  教育長 

⑷ 担当課  学校教育課 

⑸ 質問概要 

甲府市らしさを取り入れた 架け橋期のカリキュラムを作成することにより、子ども

たちにとって、幼児教育と小学校教育は円滑に接続されていくのではないかと推測で

きます。 甲府らしさを教育に取り入れるためにも、教育委員会主催のもとに架け橋期

のプログラムについて話し合う会議を設置して、「幼保小の架け橋プログラム」を推進

することを提案しますが、どのように対応されるのか、お尋ねいたします。 

⑹ 答弁内容 

・文部科学省においては、５歳児から小学校１年生までの２年間を架け橋期とし、幼

児教育と小学校教育の円滑な接続による教育の充実を図るため、幼稚園や保育所、小

学校、保護者、地域住民など、子どもに関わる大人の連携・協働による、「幼保小の架

け橋プログラム」の実施を推進しております。 

・本市においては、平成２８年度から平成２９年度にかけて、貢川小学校が山梨県教

育委員会の幼児教育振興事業実践校として幼・保・小の連携・交流を進め、今年度も

学区の幼稚園や小学校等の職員が、幼稚園等や小学校で実施するカリキュラムなどを

もとに今後の指導に繋げるとともに情報共有を図っており、他の学区においても相互

に参観等を行い、それぞれの取組の内容を確認しているところであります。 

・こうした中、山梨県教育委員会においては、本年度策定した山梨県教育大綱におい

て、「幼保小の架け橋プログラム」に基づいた幼児教育と小学校教育との円滑な接続に

向けた指導者間の交流や、指導力向上に向けた取組を促進するとしております。 

・今後におきましては、国や山梨県の指導・助言等をもとに、本市教育委員会と関係

部署とが連携し、幼稚園や保育所、小学校、保護者、地域住民等による当該プログラ

ムについて話し合う会議を設置する中で、架け橋期のカリキュラムの作成に向け、取

組を進めてまいります。 



報告：第１号 

 

12 月 11 日（水）14  村松裕美 議員 答弁資料目次（令和 6 年 12 月 定例会) 

（分割方式）1－1 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

1-1 

1-2 
予防接種のリスクについての情報周知について 保健衛生部長 1 

 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

2-1 

2-2 

来年度の中学校における性の多様性に係る教育につ

いて 
教育長 1 

 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

3-1 第４次こうふ男女共同参画プランについて 市長 1 

3-2 
第４次こうふ男女共同参画プランにおける「国際的協

調」について 
市民部長 2 

 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

4-1 在宅育児家庭への支援について こども未来部長 1 

 

番号 質 問 事 項 答 弁 者 
答弁

順番 

5-1 市役所 1 階市民コミュニティホールの活用について 総務部長 1 

 

 



報告：第１号 

令和６年１２月市議会定例会 教育委員会関係の質問に対する答弁内容 

来年度の中学校における性の多様性に係る教育について 

⑴ 質問者  村松 裕美 議員（無所属） 

⑵ 質問日  １２月１１日 

⑶ 答弁者  教育長 

⑷ 担当課  学校教育課 

⑸ 質問概要 

生物学的な性とその他の性を心の性などを、同じ「性のあり方」の一つとして指導

することの危険性、また日本も含め世界各国で見られるＬＧＢＴ性被害の危険性、差

別という理由でトイレなどの男女に分けたスペースをなくす危険性など、指導する先

生方が充分理解したうえで指導できるのか、教育委員会の見解を伺います。 

また、ＬＧＢＴ理解増進法には、学校においては「家庭及び地域住民その他の関係

者の協力を得つつ」理解増進を行うことが書かれています。性の多様性教育を扱うに

あたっては、事前に保護者の許可を得てから行う予定であるか、又、同意が得られな

い場合、欠席扱いにしないなどの配慮ができるか質問いたします。 

⑹ 答弁内容 

・生徒指導提要において、性的マイノリティに関する教育については、性的指向や性

自認に係る児童生徒に対する偏見や差別を防止することなどを目的に行われるもので

あると示されております。 

・こうした中、来年度から市立中学校で使用される道徳の教科書には、自身がセクシ

ャル・マイノリティであることをカミングアウトした元バレーボール選手の思いを記

した教材が、また、保健体育の教科書には、性意識は多様で個人差があり、お互いを

理解し、尊重した関係を築いていくことの大切さなどを学習する教材が掲載されてお

り、これらの教科書を活用しながら、中学生が性について正しく理解し、適切に行動

をとることができるように指導を行ってまいります。 

・なお、中学校における教育課程は、文部科学省が示した学習指導要領に沿って、学

校や生徒の実態に合わせ、学校長が編成することとなっており、実際の指導は国から

の通知などに基づくとともに、指導についての研修や学校間での共通理解を図る中で

実施し、学習の状況については、授業参観や個別懇談、学年通信等を通して、適宜、

保護者や地域住民にも伝える中で、学校教育に関する理解を得られるよう努めており

ます。 

・今後におきましても、中学校における日常の教育活動全体を通じて、人権意識の醸

成や個性を尊重する教育を推進することにより、性的マイノリティに関する理解が深

められるよう取り組んでまいります。 


